






















green fluorescent seed (gfs) 変異体ライブラリーを用いて，種皮の色に異常を示す変異体の探









種皮におけるフラボノイド (プロアントシアニジン及びフラボノール) を標識する DMACA試薬を
用いた染色の結果，野生型の種子は黒く染色されたのに対して，gfs9 変異体では染色後も種
子が茶色いままであった．実際，定量化によって，gfs9 変異体ではプロアントシアニジンの蓄積










GFS9 遺伝子は 837 アミノ酸からなる機能未知の新規タンパク質をコードしていた．GFS9 タン











与している；(1) タンパク質の小胞体から液胞への輸送，(2) 液胞同士の同型融合，及び(3) エ
ンドソームの成熟化．ショウジョウバエの GFS9 オーソログでは保存された N 末端領域を介して
HOPS 複合体と相互作用し，エンドソームの成熟化に機能している．HOPS 複合体はエンドソー
ムおよび液胞上での SNARE 依存的な膜融合を司っている．これらの知見を考慮すると，GFS9
は可溶性の HOPS複合体を内膜系オルガネラの膜上にリクルートすることを介して，HOPS複合
体もしくは SNARE依存的な液胞での膜融合に寄与していると考えられる． 
フラボノイドの蓄積における GFS9の関与に関しては，2つの可能性が考えられる．第 1の可能
性は，フラボノイドを小胞によって小胞体から液胞まで運搬する経路において，GFS9 がゴルジ体
でその輸送に関与しているという仮説である．第 2の可能性は，GFS9依存的な液胞の発生がフ
ラボノイドの液胞における適切な蓄積には必須であるという仮説である． 
本研究は，植物特異的なフラボノイドの蓄積機構と真核生物に普遍的なメンブレントラフィック 
(小胞輸送及び液胞の発生) が関連している可能性を初めて見出した．今後，種皮の色に異常
を示す新規 gfs変異体の解析及び GFS9の相互作用因子の同定を進めることによって，両者の
関係性がより詳細に解明されることであろう．さらに，メンブレントラフィックという細胞生物学的な
視点から，二次代謝研究を進めることにより，フラボノイドのみならず植物が生産する多様な二
次代謝産物の未知なる関係性を発見することが期待される． 
